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事業所における自己評価総括表
事業所名 LITALICOジュニア桜木町教室 放課後等デイサービス

事業者向け自己評価表作成日 2026年2月21日 (土)

自己評価総括の担当者 田中柚衣・阿部道代・山下深桜

実施期間 有効回答数(回答者数) 有効回答数(対象者数)

保護者評価 2025年12月19日(金) - 2026年1月29日(木) 51 55

従業員評価 2025年12月19日(金) - 2026年1月29日(木) 7 11

各評価を受けて事業所内で分析した強みと弱み

事業所の強み（※）だと思われること 
※より強化・充実を図ることが期待されること

事業所の弱み（※）だと思われること 
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

・お子さまの様子について保護者様と定期的なお電話やサロン
でお話するなど、共通認識を持てるような取り組みをしてい
る。
・スタッフ間でも、定期的なケース会議や日々の日次会議を通
じて、お子さまの様子や状態像の把握を全体で取り組んでい
る。

・個別支援計画について、お子さまの状況やニーズ・本質的な
困りに合わせて作成させていただくことに不十分さがある。

▼ ▼
過去の取り組みや課題の振り返り

工夫していることや意識的に行っている取組等 事業所として考えている課題の要因等

・来所されてる保護者様には積極的にお声がけをしたり、来所
機会が少ない方には、保護者様のご希望に沿ったツールを優先
しながら、コンタクトを重ねるようにしている。
・保護者様のご都合についても、都度ヒヤリングをしながら、
コンタクトの機会を確保できるようにしている。
・毎日、通所されたお子さまの様子を振り返る時間を設定して
いる。

・お子さま、ご家族のニーズの深堀やヒアリング不足等、不十
分さがあると考えられる。
・ご本人の発信や様子などから個別支援計画の目標として検討
することがあるため、表面的な困りにアプローチをしやすい傾
向がある。

▼ ▼
さらなる充実と改善への取り組み

さらに充実を図るための取組等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

・保護者様の生活環境を伺いながら、常にコンタクトを取れる
環境を維持できるように努めていきながら、お子さまの様子に
ついて共通認識を持つ機会を維持していきます。
・お子様の様子を振り返る時間を通じて、状態の変化を教室内
で「可視化」するツールを活用していきながら、必要に応じて
教室内ですぐに「検討する時間」を設けていくことを継続して
いきます。

・ご家庭や、学校でのお子様のご様子について、日々のフィー
ドバックや面談の中で保護者様へ具体的なヒアリングを実施し
ます。
・個別支援計画の目標を検討するうえで、不足している情報は
何かを具体的に検討し、集めた情報をもとに、課題や手立ての
考案に役立てていきます。
・常に「なぜ？」「どんなことが提供できるかな？」の意識を
高く持って、指導員が日々の支援や支援外の場所の様子につい
ても、お子さまの様子やニーズのアセスメントを実施していき
ます。


